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（
一
）
前
南
親
の
史
宵
に
闊
し
て
は
、
今
日
已
に
盛
ん
に
論
議
せ
ら
る
マ
J

雖
も
、
千
載
の
下
、
痛
哭
長
大
息
す
べ
き
後
亀
山
帝

の
龍
種
の
御
最
後
竺
泉
史
を
石
過
し
去
る
は
。
研
究
家
の
態
度
マ
J

し
て
甚
だ
遺
懺
無

m能
は
す
、
此
史
賞
に
就
き
拙
堂
齋
藤
先

生
は
、
敬
皮
の
態
度
を
以
て
謹
厳
の
文
字
を
駆
使
し
、
後
南
朝
遺
蹟
碑
記
（
拙
堂
文
集
一
怨
）
ご
題
し
て
其
の
意
見
を
登
表
せ
ら

る
、
其
の
一
節
に
日
く
、

今

拙

堂

先

生

の

楠

氏

研

究

西

六
七

茂

喜

で
あ

b‘

諾
蕃
の
な
し
ご
げ
た
功
績
を
我
國
史
か
ら
ご
h
去
れ
ば
、
異
に
寂
塞
の
威
を
い
だ
く
で
あ
ら
う
°
而
し
て
他
面
か
ら

論
す
る
こ
き
は
｀
こ
れ
ら
は
賓
に
我
皇
國
の
包
容
力
ょ
同
化
力
の
偉
大
な
こ
ご
を
示
す
も
の
こ
云
ふ
ぺ
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
賓
に

我
國
脩
の
精
栴
で
あ
る
Q

麟
つ
て
思
ふ
に
維
新
以
後
、
我
領
土
は
盆
々
慨
大
さ
れ
、
上
世
よ
b
常
に
我
國
史
の
問
題
<
J

な
っ
て

ゐ
た
朝
鮮
が
、
我
に
内
附
し
て
か
ら
早
く
も
二
十
年
に
垂
ん
こ
し
て
ゐ
る
今
口
、
朝
鮮
の
統
治
は
表
面
如
何
に
も
立
派
に
行
屈

い
て
ゐ
る
が
、
彼
等
鮮
人
の
こ
マ
」
t
J

マJ
く
が
畜
具
に
衷
心
よ
り
'
よ

v
我
皇
恩
に
威
じ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
o
未
だ
朝
鮮
に
＿

歩
も
判
せ
ぬ
吾
人
に
は
到
底
か
ヽ
る
点
ま
で
畑
る
由
も
な
い
が
，
萬
一
朝
鮮
に
於
け
ろ
國
民
数
育
が
、
諸
番
の
功
績
を
細
ら
し

め
、
之
を
同
化
せ
し
む
る
こ
'
t
J
~
J
閑
却
し
て
ゐ
た
マ
J

す
れ
ば
＂
決
し
て
奥
一
「
内
鮮
融
和
」
を
望
む
こ
マ
J

は
不
可
能
で
あ
る
。
國

史
を
愛
好
し
。
國
史
を
讀
む
の
士
は
す
べ
か
ら
く
か
A

る
点
に
留
意
し
て
、
新
領
土
の
同
胞
を
同
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
ご
思

ふ。



南
朝
之
事
登
忍
言
哉
、
前
南
朝
猶
然
、
況
後
南
朝
之
式
微
乎

9

（
中
界
）
嘉
吉
中
、
天
基
王
興
圃
滴
院
謀
、
李
楠
氏
遺
子
、
入
禁
中

O
,
0
0
 0
 

敗
肺
器
去
、
追
兵
圃
而
攻
之
五
＾
基
王
典
楠
一
一
郎
死
之
．
圃
滴
院
擁
肺
器
逃
吉
野
川
上
、
（
巾
暑
）
足
利
氏
患
之
、
隠
許
赤
松
餘
窯

c
o
o
o
 

之
睛

11

入
仕
子
王
、
伺
間
栽
王
奪
紳
器
去
．
云
々

此
筆
、
蓋
し
天
下
稀
観
之
文
字
に
し
て
、
点
抜
の
見
マ
J

評
す
べ
き
か
、
惟
ふ
に
禁
中
を
侵
し
不
敬
を
敢
て
し
紳
器
を
奪
取
し
た
る

を
牧
肺
器
y
J

書
し
、
赤
松
の
残
賊
が
王
を
栽
害
し
奉
b
て
肺
器
を
設
し
奉
b
た
る
を
奪
紳
器
マ
J

害
す
、
謹
ん
で
案
す
る
に
最
初

御
講
和
の
際
御
約
旨
に
闊
し
、
双
方
御
意
に
杵
る
所
あ
り
て
事
の
荘
に
至
り
た
る
は
固
よ
り
恐
憚
の
至
り
な
る
が
、
唯
先
生
獨

自
の
見
を
以
て
此
特
稲
の
春
秋
筆
法
を
用
ひ
ら
れ
た
る
は
、
千
載
の
鐵
案
ご
稲
す
べ
き
乎

11

（
二
）
史
質
を
紐
る
は
終
始
あ
る
を
前
ぷ
、
罷
多
く
楠
公
授
命
の
所
を
知
つ
て
未
だ
其
の
降
誕
の
所
を
知
ら
す
、
是
に
於
て
か
先

生
南
木
祠
碑
陰
記
を
作
り
其
の
終
始
を
示
せ
り
、

忠
臣
義
士
之
出
、
瞥
如
麟
鳳
之
瑞
ぶ
且
人
人
欲
議
其
所
出
他
、
楠
中
府
之
生
於
皇
園
、
．
賓
為
儀
鳳
詳
麟
｀
然
世
人
徒
識
其
授
命
之

慮
、
而
或
不
知
其
降
誕
之
地
、
可
耶
、
中
痛
降
誕
之
地
｀
在
河
内
石
川
群
水
分
祉
側
、
中
鼎
既
死
涜
川
．
祠
以
為
紳
、
以
水
分
岱
楠

氏
土
地
紳
｀
建
祠
於
祉
之
域
内
、
魏
琥
日
南
木
大
明
肺
、
蓋
出
於
後
醍
醐
帝
勅
旨
其
地
底
若
狭
守
石
川
侯
之
封
、
今
滋
侯
淮
臣

民
之
請
．
建
碑
於
祠
前
、
手
書
請
森
君
伊
賀
中
荊
題
署
碑
面
、
日
、
楠
中
荊
降
涎
之
地
、

河
内
名
所
閾
會
に
は
限
に
南
木
祠
に
石
川
侯
銘
レ
之
こ
の
み
に
て
、
藤
堂
候
及
先
生
の
名
を
逸
せ
り
，
予
は
今
本
論
終
始
の
説
に

附
加
せ
ん
に
、
泄
人
唯
楠
公
の
偉
人
た
る
を
知
り
て
、
父
正
立
公
の
偉
人
た
る
を
知
ら
ざ
る
セ
械
y
J

す
、
正
空
公
は
、
三
子
即
ち

正
成
、
正
氏
、
正
季
を
し
て
軍
務
に
就
か
し
め
、
末
男
正
利
（
恵
秀
）
を
し
て
越
前
白
山
櫂
現
の
住
持
た
ら
し
め
た
る
、
恵
秀
律
師
秤

泰
澄
の
流
れ
を
酌
み
た
る
善
知
識
た
る
は
勿
論
、
楠
公
戦
死
の
刹
那
に
於
け
る
神
秘
的
史
賓
亦
饒
多
な
り
、
惟
ふ
に
父
た
る
人

其
の
諸
子
の
機
根
に
應
じ
て
適
庭
せ
し
め
し
伎
佃
、
亦
凡
な
ら
す
こ
や
言
は
む
｀
か
の
元
弘
元
年
八
月
笠
骰
御
召
の
際
に
於
け
る

六入



六
九

正
成
公
の
勅
答
中
、
（
正
成
未
だ
死
せ
す
マ
J

被
聞
召
候
は
ゞ
漉
蓮
終
に
閑
か
る
べ
し
マ
」
被
思
召
候
へ
云
々
）
の
一
節
は
、
こ
れ
賓
に

平
素
完
成
せ
る
準
備
ご
確
信
こ
を
物
語
る
も
の
に
し
て
ぶ
生
年
よ
b
潮
る
十
七
年
は
即
ち
正
立
公
卒
去
の
正
治
四
年
な
り
、
十
七

年
間
牌
卒
修
養
の
期
間
長
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
も
、
而
も
敷
世
河
内
の
名
族
と
し
て
の
楠
氏
一
族
は
勿
論
、
和
田
、
大
塚
、
橋

本
佐
備
の
一
族
郎
黛
さ
恩
智
‘
湯
淡
、
宇
佐
美
、
志
賞
、
神
宮
寺
等
の
参
謀
、
多
く
は
譜
代
の
臣
に
し
て
、
勅
答
後
間
も
無
く
五
百
餘

騎
を
以
て
赤
坂
に
立
籠
り
た
る
手
腕
は
、
兎
も
角
河
、
泉
、
雨
國
に
於
け
る
勢
力
侮
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
、
職
マ
J

し
て
父
胤
偵

末
の
勢
力
扶
植
の
功
典
つ
て
大
に
力
あ
り
マ
J

謂
は
ざ
る
可
か
ら
す
、
且
、
楠
氏
系
胤
に
よ
れ
ば
、
正
空
公
は
、
従
五
位
、
其
以
上
十

ヂ
ザ
さ
フ
ー

餘
代
、
皆
四
位
．
五
位
の
位
階
ィ
ぜ
賜
り
、
卑
賤
の
身
分
に
あ
ら
す
｀
世
人
は
唯
一
言
の
下
に
、
河
内
の
土
棗
；
人
は
郷
士
マ
」
稲
す
る
は

同
公
を
軽
侮
す
る
の
嫌
な
き
に
あ
ら
ざ
る
や
を
疑
ふ
、

（
三
）
世
多
く
楠
氏
三
代
の
忠
誠
を
の
み
讃
美
す
る
を
知
つ
て
、
其
以
後
の
諸
公
は
措
い
て
顧
み
ざ
る
も
の
ヽ
如
し
即
ち
正
勝
、
正

家
．
正
元
吐
砂
VJ
贈
正
秀
、
光
正
、
正
久
、
行
康
、
正
直
、
正
理
、
傑
堂
、
H
尊
の
諸
公
の
悲
牡
の
努
力
に
到
し
て
は
之
を
藤
讃
す
る
を

知
ら
す
、
又
其
他
の
苗
裔
の
、
或
は
紀
州
に
、
或
は
阿
、
設
、
豫
、
土
に
散
在
し
、
備
前
に
九
州
に
越
後
に
流
浪
分
布
せ
る
を
知
ら
す
、

肉
正
行
公
よ
b
池
田
家
に
分
岐
し
て
放
正
、
佐
正
．
充
正
、
正
棟
．
正
能
、
に
至
り
、
正
能
は
山
脇
源
太
夫
（
正
勝
公
曾
孫
）
正
朝
を

池
田
家
の
養
子
ご
せ
る
な
ざ
、
其
の
累
代
の
軍
功
は
、
果
然
楠
氏
の
末
裔
也
マ
J

首
肯
せ
し
む
、
是
れ
賓
に
楠
氏
池
田
家
血
統
の
合

流
を
遂
げ
し
も
の
に
て
、
天
意
の
然
ら
し
む
る
所
な
ら
ん
、
特
に
考
慮
す
べ
き
は
、
正
勝
公
の
業
地
は
現
に
伴
林
光
平
の
（
寵
中
日

記
）
に
も
記
す
る
如
く
、
十
津
川
武
蔵
山
上
に
懺
存
し
、
無
名
の
武
士
の
俳
碑
に
も
「
世
や
昔
其
悌
の
散
る
薄
」
の
追
懐
句
あ
h
、又

西
成
郡
豊
里
村
字
ー
―
一
番
の
定
専
坊
（
行
基
開
創
ご
に
正
勝
、
盛
信
、
盛
秀
、
三
公
の
五
翰
塔
あ
b‘

是
れ
正
朝
公
が
池
田
家
に
入
り

て
、
曾
祗
父
正
勝
公
を
敬
慕
す
る
の
餘
こ
れ
を
建
碑
せ
し
も
の
な
る
事
は
常
識
上
容
易
に
肯
定
せ
ら
る
べ
し
．
先
生
延
に
中
山
文

節
の
為
に
南
木
誌
序
文
を
草
す
、
其
の
中
に
日
く
、



皇
國
君
臣
之
義
冠
於
萬
那
、
而
楠
中
府
一
門
為
其
唱
首
、
父
死
而
子
戦
之
、
子
死
而
孫
職
之
．
至
雲
俯
昆
来
、
終
不
改
敵
憮
之
志
゜

熾
其
種
族
而
止
．
雖
皇
國
多
忠
義
？
門
、
蓋
有
一
而
無
二
、
嗚
呼
盛
哉
、
云
々
―

本
書
は
津
蕃
儒
津
坂
東
陽
が
著
せ
る
楠
氏
忠
準
録
一
示
心
を
基
礎
こ
し
、
こ
れ
に
楠
氏
の
逍
事
逸
話
並
に
大
家
の
題
詠
詩
歌
等
を

蒐
集
し
て
編
成
せ
る
も
の
に
し
て
、
先
生
が
延
に
之
に
校
閥
し
て
.
欲
詳
楠
氏
事
踏
、
合
此
書
照
安
求
焉
こ
絶
叫
せ
ら
れ
し
椛
威

あ
る
史
料
な
b
o

（
四
）
世
人
往
々
楠
公
の
武
臣
た
る
を
知
b
て
賢
人
た
る
を
知
ら
す
、
貝
原
盆
軒
先
生
が
（
惜
哉
世
知
其
為
良
朋
、
而
不
知
其
為
賢

哲
）
＜
J

稽
せ
ら
れ
し
は
ぶ
町
し
得
て
悉
せ
り
ご
謂
ふ
べ
し
、
且
公
の
理
想
た
る
や
大
胤
諸
兄
公
の
権
現
思
想
を
罷
得
し
て
、
惟
紳
息

想
を
中
心
マ
J

し
．
之
に
道
数
、
憐
牧
佛
放
（
其
言
）
の
思
想
を
加
味
し
、
皇
逍
の
本
義
に
従
ふ
を
宗
旨

Lゞ

せ
り
、
夫
の
文
字
の
末
を

追
ふ
の
類
マ
は
は
来
撰
を
異
に
せ
る
を
覺
ゆ
、
公
平
素
北
辰
鎮
宅
飯
符
肺
セ
信
仰
し
、
常
に
肺
鈴
を
携
ふ
、
捕
谷
宕
陰
先
生
の
神
鈴

文
は
天
下
に
著
名
な
る
も
の
な

b
、
又
玉
木
正
英
著
．
紳
盟
勧
請
巻
、
嗚
弦
秘
偲
、
墓

H
n
偵
等
は
橘
家
の
秘
俯
に
し
て
興
名
草

（
浅
井
貫
遠
著
）
の
奥
書
に
橘
家
裔
蒐
信
、
以
戦
功
仕
池
田
家
蘊
州
池
田
）
偵
此
法
深
臓
交
、
マ
J

あ

b
、
重
信
ビ
は
．
山
脇
正
吉
に
し
て
盲

初
め
荒
木
村
重
に
仕
へ
、
後
池
田
倍
輝
に
仕
へ
た
る
人
な
b
、
先
生
曾
て
公
の
親
筆
マ
J

稲
す
る
軍
始
目
鏡
の
版
に
、

河
内
石
川
郡
河
井
村
尼
刹
慈
眼
寺
．
戴
車
瑣
目
鏡
、
其
下
署
（
建
武
二
年
入
月
H
正
成
花
押
）
．
於
是
細
為
其
楠
氏
兵
出
也
(tfl
翌

其
所
載
雲
氣
占
候
、
猾
岱
古
法
．
至
其
以
人
之
眼
目
分
其
智
愚
勇
怯
之
品
、
各
著
為
圃
、
殊
為
創
闘
、
此
其
所
以
名
目
鋭
歎
‘
然

分
｀
此
等
説
猶
捻
中
朋
之
其
、
而
其
餘
蓋
屈
後
人
剥
入
可
知
巳
瓜
但
、
余
未
見
原
本
、
不
能
自
信
其
説
之
是
否
也
、
膳
所
人
森
伯
亭

鈴
余
言
．
於
河
州
水
分
祉
亦
見
此
書
ぶ
ゃ
慈
眼
所
廠
、
延
為
原
本
、
姑
録
其
言
以
竣
後
考
，

雲
氣
、
占
候
，
眼
力
占
法
は
、
蓋
し
逍
放
の
範
園
に
屈
す
、
前
害
紳
鈴
、
墓
目
口
偲
．
嗚
弦
秘
偲
マ
J

略
同
じ
、
先
生
目
鏡
の
真
贋
を
取

捨
し
て
荀
く
も
之
を
排
斥
せ
ざ
る
は
故
賓
的
智
議
に
荷
ふ
所
多
し
と
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
す
。

七
0



七
1

（
五
）
郷
土
偲
統
的
忠
誠
思
想
を
養
成
せ
ん
が
硲
め
の
臨
地
講
演
は
、
現
代
盛
に
行
は
る
、
而
も
百
年
前
交
通
機
闊
不
備
の
時
代
に

於
て
、
拙
堂
先
生
先
づ
之
を
行
ふ
の
一
事
は
、
如
何
に
其
燕
導
意
向
の
熾
烈
な
る
乎
を
知
る
に
足
る
こ
同
時
に
、
其
耕
論
に
雄
な

る
を
證
明
す
る
に
餘
あ
b
ご
謂
ふ
べ
し
．
笠
爵
山
陪
遊
記
の
一
節
に
日
く

文
政
十
年
九
月
十
六
H
食
時
逹
笠
骰
、
（
巾
暑
）
謙
腐
公
指
東
北
一
村
日
、
此
為
飛
鳥
路
村
、
係
柳
生
氏
之
封
．
営
時
其
民
宵
導
賊

鼎
続
之
襲
陥
行
螢
，
本
邑
之
民
醜
之
、
至
今
五
百
餘
年
不
通
婚
嫁
言
及
之
唾
脳
臣
芥
質
之
土
人
、
且
問
之
日
、
今
前
然
耶
，
其
人

眼
目
掘
腕
日
萬
劫
如
是
爾
、
臣
以
此
知
民
心
之
好
義
出
於
天
性
也
（
中
暑
）
夫
為
人
臣
子
者
、
常
則
格
勤
｀
稜
則
杖
義
授
命
、
無
古

今
之
異

其
の
末
文
一
節
は
臣
子
の
分
を
諭
す
の
大
文
字
マ
J

し
て
四
民
敢
養
の
簸
こ
す
る
に
足
る
，

（
六
）
楠
公
批
評
家
<
J

し
て
は
、
林
羅
山
、
木
下
順
庵
、
新
井
白
石
、
山
鹿
素
行
、
雨
森
芳
洲
、
尾
藤
二
洲
、
安
積
艮
齊
ぶ
人
田
錦
城
、
頼

山
陽
畜
貝
原
盆
軒
、
松
下
見
林
‘
埴
皿
谷
宕
陰
＂
梁
川
屋
巖
．
佐
久
間
象
山
等
無
慮
屈
指
に
項
廷
あ
ら
ざ
る
も
、
諸
子
は
唯
公
の
片
鱗
を

捉
へ
て
批
評
を
試
む
る
に
過
ぎ
す
，
然
る
に
拙
堂
先
生
に
至
て
は
、
其
私
淑
す
る
所
随
意
随
時
所
其
考
索
を
遂
げ
、
賓
地
を
踏

査
し
て
地
形
を
考
絨
し
、
名
家
の
文
壽
セ
披
閲
し
、
以
て
史
料
の
根
祇
を
固
む
、
賓
に
柚
氏
研
究
の
巨
人
た
b
、
近
時
楠
公
研
究

の
聾
特
に
高
し
、
而
し
て
研
究
者
の
態
度
往
々
忠
懲
セ
鋏
ぐ
の
戚
あ
b
‘
昨
年
一
月
（
政
放
祉
）
に
於
て
楠
氏
の
論
文
を
募
集
す
、

會
す
る
も
の
四
十
許
名
．
各
持
説
を
疲
表
し
引
用
詩
人
七
十
有
ー
百
＂
を
列
す
、
拙
堂
先
生
に
就
て
は
山
田
秋
甫
氏
の
名
に
於
て
、

唯
一
篇
の
謁
楠
中
府
船
の
詩
あ
る
の
み
、
然
ら
ば
則
ち
現
代
の
研
究
家
は
、
拙
堂
先
生
の
楠
氏
崇
秤
家
た
る
を
知
ら
ざ
る
も
の
、

如
し
｀
誠
に
逍
懺
の
情
に
堪
へ
す
．
今
ゃ
懐
掘
堂
の
學
燈
災
ら
に
光
輝
を
登
し
、
敢
授
財
津
先
生
新
に
學
佑
を
輩
督
せ
ら
る
、
荘

に
愚
見
を
陳
べ
て
敢
て
叱
正
を
乞
ふ

t
云
爾
3




